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東 武 鉄道株式会社 

 

東武鉄道（本社：東京都墨田区）では、「ＳＬ大樹」運転開始にあわせて日光線・鬼怒川線の分岐点

に位置する下今市駅（栃木県日光市）構内に新改築した「下今市駅舎」および「ＳＬ機関庫」が、

今般栃木県等が主催する「第３０回栃木県マロニエ建築賞」を受賞しました。当社が同賞を受賞

するのは初めてです。 

当社では、鉄道産業文化遺産の保存・活用、日光・鬼怒川エリアの活性化、ひいては東北復興支援

の一助となることを目的として、２０１７年８月１０日（木）にＳＬ復活運転を開始しました。 

これに伴い、ＳＬの発着駅である「下今市駅舎」を、駅前広場に対して全面に縁側状のベンチを

設けるなど昭和レトロ感漂う木造駅舎へ改築するとともに、ＳＬが活躍していた時代を再現した

赤レンガの「ＳＬ機関庫」を新築しました。鉄道事業の歴史に基づき、沿線の鉄道構造物の国登録

有形文化財や、同駅構内の旧跨線橋レトロギャラリーなどとあわせて駅空間の整備を進めたことが

評価され、受賞に至ったものです。 

当社では、引き続き両建築物の活用も含めて日光・鬼怒川エリアに統一的な“ＳＬの世界観”を

つくり出し、同エリアの賑わい創出に寄与することで、地域活性化に貢献してまいります。 

詳細は別紙のとおりです。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※お問い合わせは、東武鉄道お客さまセンター ０３－５９６２－０１０２ 

  

 

下今市駅舎・ＳＬ機関庫が 

   第３０回栃木県マロニエ建築賞を受賞！ 
～ 鉄道事業の歴史に基づき、駅空間を整備したことが評価されました ～ 

ＳＬ復活運転に伴い新改築した下今市駅構内の２建築物が今年の栃木建築の顔に！ 

△下今市駅舎 △ＳＬ機関庫 



＜別 紙＞ 

第３０回栃木県マロニエ建築賞 受賞の概要について 

 

１ 受賞建物概要 

（１）下今市駅舎 

所 在 地  栃木県日光市今市１１１０ 

延 床 面 積  ３２９．０１㎡ 

構造・規模  木造 地上１階 

設 計 会 社  株式会社オー・エヌ・オー大野設計 

施 工 会 社  東武建設株式会社 

主 な 特 徴 

かつてＳＬが活躍していた時代を彷彿とさせる「昭和レトロ感」をコンセプトに、伝統的な

日本家屋のような木構造とした。また、鉄道を利用しない方々も気軽に集える、地域に開かれた

親しみやすい駅を目指して、駅舎の前面に長さ延べ３０ｍに亘る縁側を設置している。 

 

（２）ＳＬ機関庫 

所 在 地  栃木県日光市今市１１１０ 

延 床 面 積  ５２７．２７㎡ 

構造・規模  鉄骨造 地上１階 

設 計 会 社  株式会社オー・エヌ・オー大野設計 

施 工 会 社  東武建設株式会社 

主 な 特 徴 

ＳＬおよびＤＬの日常点検等を行うための格納庫であり、内部にはピットおよびクレーン、

排煙装置などが設置されている。外観は「鉄道産業文化遺産」をイメージした近代の工場跡など

に見られる赤レンガの建築物を再現するため、実際にレンガを焼成する窯で外壁に使用可能な

形状のレンガを特注で製作した。また、ガラス越しに点検中のＳＬおよびＤＬを転車台広場側

から見学することができる。 

 

２ 講 評 

東武鉄道下今市駅における近代鉄道産業文化遺産を活かした空間設備である。鬼怒川温泉駅

までのＳＬ復活運転プロジェクトに合わせ、駅舎のリニューアルとＳＬ機関庫の整備がなされた。

木質を活かした駅舎では、駅前広場に対して全面に縁側状のベンチが設けられ、居心地のよい

パブリックスペースを提供している。煉瓦タイルの仕上げによるＳＬ機関庫、新たに移設された

転車台の広場、線路敷を意識した外構など、群としての駅空間の整備が高く評価された。昭和

レトロを意識したデザインは、ともすると表層的にテーマパーク化する懸念もあるが、本計画は、

鉄道事業の歴史に基づき、沿線の鉄道構築物の国登録有形文化財化や、構内の旧跨線橋の

ギャラリー化といった、周辺環境も含めて、地に足の着いた建物群としての駅空間の整備と言える。

駅の賑わいの市街地への波及や、沿線の鉄道遺産の継続的な保存活用など、今後の展開にも期待

したい。 

 

 

 

以 上 

 



 ＜参 考＞ 

第３０回栃木県マロニエ建築賞の概要について 

 

１ 目的及び概要 

  この事業は、都市景観の形成、歴史・文化の創造及び建築水準の向上等に寄与するものと認められ

る建築物又は建築物群を表彰し、県民の美しい景観に配慮したまちづくりに対する意識の高揚と建築

活動の活性化を図ることを目的として実施する。 

  なお、この事業は栃木県、一般社団法人栃木県建築士会、一般社団法人栃木県建築士事務所協会、

一般社団法人栃木県建設業協会、公益社団法人日本建築家協会関東甲信越支部栃木地域会、公益財団

法人とちぎ建設技術センター及び一般社団法人日本建築学会関東支部栃木支所が主催し、毎年度実施

している。 

 

２ 募集期間 

  平成３０（２０１８）年７月１日（日）から平成３０（２０１８）年７月３１日（火）まで 

 

３ 募集対象 

  県内において、平成２７（２０１５）年４月１日以降に竣工（改修を含む。）した建築物や建築物群

（以下「建築物」という。）で、次のいずれかに該当するもの。 

 （１） 意匠、形態等に優れ、文化性、芸術性を効果的に表現しており、将来のとちぎのまちをリー

ドしていくような建築物 

 （２） 地域の特性を生かした景観への配慮や優れた修景が施されているなど、まちづくりへの貢献

が期待できる建築物 

 （３） 高齢者、障害者等をはじめ、誰もが利用しやすいように配慮されており、利用者にやさしい

雰囲気を作りだしている建築物 

 （４） 自然エネルギーの利用や省エネルギー化など、環境に配慮されている建築物 

 

４ 応募作品数 

  ４２作品 

 

５ 審査・選考 

  審査会（委員５名）による書類審査、現地調査及び最終審査により選考 

 審査会 委 員 長  安森  亮雄 （宇都宮大学 准教授） 

      副委員長  山島  哲夫 （宇都宮共和大学 学部長・教授） 

      委  員  栗原  俊明 （宇都宮清陵高等学校 非常勤講師） 

      委  員  岸田  千代 （栃木県女性団体連絡協議会 幹事） 

      委  員  渡邉  美樹 （足利大学 教授） 

 

６ 選考結果  マロニエ建築賞   １作品 

        マロニエ建築優良賞 ５作品 

 

７ 表彰式 

  日時：平成３０（２０１８）年１１月１４日（水） 午後１時３０分から 

  場所：栃木県庁東館講堂 

  内容：表彰及び受賞作品を語る会 

 

８ 応募作品展示会 

  日程：平成３０（２０１８）年１１月１０日（土）から１６日（金）午後３時まで 

  場所：県庁本館１５階 企画展示ギャラリー 

 

以 上 


